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本
市
の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
、
分

析
と
し
て
、
景
気
を
あ
お
る
意
味
で
の
公
共
工
事

の
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
結
果
、

市
民
一
人
が
背
負
う
地
方
債
の
残
高
は
ふ
え
た
の

か
。

　
　

公
共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
大

綱
を
定
め
た
二
十
年
度
が
約
十
八
億
円
に
対
し
、

二
十
三
年
度
が
約
三
十
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
発
行
す
る
地
方
債
は
償
還
す
る
元
金
以
下

と
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
地
方
債
の
残
高
は
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
収
入
に
占

め
る
借
金
返
済
の
負
担
の
度
合
い
を
示
す
実
質
公

債
比
率
は
、
二
十
三
年
度
で
八
・
三
％
で
県
内
十

三
市
で
最
も
低
く
、
市
民
一
人
当
た
り
の
地
方
債

残
高
は
、
二
十
年
度
で
約
三
十
八
万
円
、
二
十
三

年
度
は
約
三
十
九
万
円
と
県
内
十
三
市
で
二
番
目

に
少
な
い
額
で
あ
る
。

　
　
島
原
市
企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用
の
創
出

に
関
す
る
条
例
の
実
績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の

条
例
の
制
定
に
よ
り
、
本
市
の
雇
用
状
況
は
良
く

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

申
請
が
あ
り
、
要
件
を
備
え
る
事
業
所
は
九

件
で
あ
っ
た
。
提
出
さ
れ
た
計
画
書
に
基
づ
く
、

二
十
四
年
度
の
奨
励
金
の
予
算
の
合
計
は
七
社
分

で
約
一
億
千
七
百
三
十
一
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、

条
例
制
定
前
の
二
十
二
年
十
一
月
の
島
原
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
四
九
倍

で
、
県
平
均
の
〇
・
五
四
倍
を
下
回
り
、
県
内
十

カ
所
の
管
内
別
で
は
第
六
位
だ
っ
た
が
、
条
例
制

定
後
の
二
十
四
年
十
一
月
で
は
、
〇
・
七
八
倍
と

な
り
、
県
平
均
の
〇
・
七
一
倍
を
上
回
り
、
管
内

別
順
位
も
諫
早
に
次
ぐ
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
市
長
選
挙
の
執
行
に
要
す
る
費
用
は
幾
ら
か

か
る
の
か
。

　
　

今
回
の
選
挙
で
は
、
管
理
者
お
よ
び
立
会
人

の
報
酬
百
二
十
四
万
円
、
人
件
費
約
五
百
五
十
万

円
、
非
常
勤
職
員
及
び
パ
ー
ト
職
員
賃
金
百
五
十

二
万
円
、
投
票
所
入
場
券
等
発
送
の
郵
便
料
二
百

二
十
七
万
円
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
等
の
費
用

五
十
九
万
円
、
選
挙
公
報
の
配
布
費
用
九
十
六
万

円
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
運
用
の
費
用
百
六
十
万
円
。

選
挙
公
営
費
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
費
七

十
五
万
円
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
作
成
費
二
十
三
万

円
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
四
十
四
万
円
、
選
挙
運

動
用
通
常
は
が
き
八
十
万
円
で
あ
り
、
そ
の
他
事

務
経
費
を
含
め
る
と
千
九
百
万
円
か
ら
二
千
万
円

程
度
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
解
決
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

 

合
併
前
の
旧
有
明
町
で
の
無
償
譲
渡
の
議
決

を
基
本
に
、
今
後
も
引
き
続
き
早
期
解
決
に
向
け

て
協
議
を
行
い
た
い
。

　
　
新
庁
舎
建
設
の
計
画
は
ど
う
練
り
直
す
の
か
。

　
　

懇
話
会
の
提
言
並
び
に
市
議
会
特
別
委
員
会

の
審
査
結
果
を
尊
重
し
、
現
在
地
を
中
心
と
し
た

建
て
か
え
が
最
良
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
庁
舎
建
設
計
画
を
進
め
て
き
た
が
、
人
口

減
少
を
考
慮
し
、
将
来
を
見
据
え
た
建
設
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
有
明
庁
舎
を
今

後
も
庁
舎
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

新
庁
舎
の
必
要
面
積
を
再
検
討
し
、
コ
ン
パ
ク
ト

化
及
び
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
た
検
討
を
早
急
に

行
い
た
い
。

　
　
受
注
後
、
落
札
業
者
や
下
請
け
の
利
益
に
つ

な
が
ら
な
い
と
い
う
不
満
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

そ
う
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
今
の
仕
組
み
で
は
税
金
も
納
め
ら
れ
ず
、
廃

業
の
一
歩
手
前
だ
と
聞
く
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

工
事
積
算
に
つ
い
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る

建
設
物
価
の
単
価
や
見
積
も
り
単
価
を
使
っ
て
お

り
、
数
量
の
計
算
は
国
が
示
す
積
算
基
準
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
算
定
し
て
い
る
。

　
　
成
人
式
を
一
月
三
日
に
再
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

本
市
は
成
人
の
日
を
含
む
連
休
に
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
参
加
率
は
八
十
一
・
五
％
と
高
い
参

加
率
で
あ
っ
た
。
遠
方
に
勤
務
す
る
人
や
学
生

に
、
正
月
開
催
の
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
の
で
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
検
討
し

た
い
。

　
　
前
市
長
と
の
違
い
は
何
か
。

　
　

市
民
目
線
に
立
っ
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
原

市
を
目
指
し
て
、
市
民
力
を
結
集
し
、
市
民
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
市
政
を
基
本
理
念
と
し
て
市
政

運
営
に
あ
た
る
決
意
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
目
線
に
立
つ
と
い
う
部
分
が
大
き
い
違
い
だ

と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
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い
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所
信
表
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に
つ
い
て

建
設
関
係
に
つ
い
て

新
市
長
の
所
信
表
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に
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い
て

　
大
三
東
漁
港
東
側
の
埋
め

立
て
地
問
題
に
つ
い
て

　
新
市
長
を
生
み
出
す
た
め

の
選
挙
公
費
に
つ
い
て
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